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１．１　組織の概要

１） 名称及び代表者名
三友電化株式会社
代表取締役社長　澤中　和哉

２） 所在地
本　　　社 東京都葛飾区立石2-8-4　　

３）
責任者
担当者 澤中京子

４）

５） 事業の規模
事業年度 ４月～３月

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
110 102 98 71 92 92
28 28 28 28 27 29

1,202 1,202 1,202 1,202 1,202 1,202
1,375 1,375 1,375 1,375 1,375 1,375

１．２　対象範囲

１） 対象範囲　       　「１．１　２）所在地」に記載

２） 活動範囲　　  「１．１　４）事業活動内容」に記載

３）  レポートの対象期間及び発行日 表紙に記載

１） 許可・登録の内容
表面処理（メッキ工場） 特定施設設置届出書 
　許可番号；第 １水第１１ 号 許可年月日； 昭和４７年 １月２５ 日 

２） 車両
 配送車両； 軽自動車ワンボックス型２台 、 営業車；ワゴン車１台 

３） 主要設備
高圧変電設備１基、ボイラー2 基、手動式研磨機３基、 平面研磨機１基
 金、銀、銅、プラチナ、ニッケル、代用金、錫合金、 ３価クロム、６価クロム 錫コバルト 
一式 電着塗装設備、熱風乾燥装置、自動排水処理装置等

１．３　設備等

１．組織の概要,対象範囲

床面積（m2）
敷地面積（m2）

事業活動内容

環境管理の責任者及び担当者連絡先
澤中和哉

TEL：03-3693-1161

金属・樹脂その他の表面処理加工、表面処理素材の製造、
アクセサリー・記念品等の製造・販売

売上高2016年度を100
従業員（人）



　

　

代表者

代表取締役 澤中和弥社長

EA２１事務局

環境経営システム実施体制図

環境管理責任者

澤中和弥社長

総務経理部 営業部 生産部

役割、責任及び権限表

対象者 役割、責任・権限

部門責任者 部門責任者 部門責任者

従業員　 従業員 従業員

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

　・内外環境コミュニケーションへの対応

　・問題点の是正処置の統括

代表者

　・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

　・環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する。

　・効果的で必要十分な実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定める。

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）を用意する。

　・環境経営全体の取組状況を評価し、総括的見直し、必要な指示を行う。

澤中京子部長担当

従業員
　・環境経営目標、環境経営計画等に基づくEA21活動の実施

　・EA21活動に関する提案

EA21事務局
　・環境管理責任者の補佐

　・EA21活動に関する事務

部門責任者

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ

　・問題点の是正処置、予防処置の実施

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

　・全社組織へのEA21活動実施の統括



環 境 経 営 方 針

３.環境経営方針

三友電化株式会社は全社員が環境に配慮した事業活動に取り組むことで、継続的改善並び
に環境負荷を低減し環境関連法規の遵守等を推進し、企業の社会的責任を果たします。
社会と人々の暮らしに役立つ製品の開発を今後目指します。

【環境行動指針】
　１．二酸化炭素排出量削減
　　  ① 機械設備、空調設備等の効率的な運用により、使用エネルギーの削減に
        取り組みます。
　　  ②　エコドライブにより、排ガスの抑制に努めます。
  ２．廃棄物　排出量削減
      ①廃棄物の分別を徹底し、リサイクルを促進します。
　　　②中間処理廃棄物は、リサイクルを行うことができる業者に委託します。
　３．水使用量削減
　　　①蛇口に節水コマを設置します。
　　　②水道配管からの漏洩を定期的に点検します。
　　　③排水処理装置の適正管理につとめます。
　　　④雨水の有効利用に努めます。
　４．化学物質使用量の削減
　　　①有害性化学物質の記録、管理に努めます。
　　　②揮発性有機化合物の排出抑制に取り組みます。
　　　③SDS（安全データ‐シート）による管理に努めます。

  ５．自ら製造販売、提供する製品について
     ①環境配慮の開発・設計に努めます。
　 　②省資源・省エネ生産技術確立、不良品削減、歩留まり向上及び平準化
　　　生産等に努めます。
 　　③環境配慮製品・サービスの販売目標を定め、販売促進に努めます。
　６．環境意識の向上を図るために、この環境方針を全社員に周知し一般にも
      公開します。

  　                                                           令和5年5月26日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　  三友電化　（株）
                                                               代表取締役　澤中　和弥



４．環境経営目標

基準値

（基準年度:2016年度） 2021 2022 2023

電力使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

651,516 0.442

kWh／年 （東電）

ガソリン 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

2818 2.32

<L／年>

都市ガス 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

67,942 2.16

<Nm3／年>

441,263

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

3,002

kg／年

産業廃棄物量 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2.5 ％向上

122,500

kg／年

コピー用紙使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

38

kg／年

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

20194

㎥／年

化学物質使用量 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

25105

kg／年

製造不良率 基準値に対し ％改善 基準値に対し ％改善 基準値に対し ％改善

3

％

24728.4 24602.9 24477.4

19992.1

CO2総量計

（kg-CO2）

19790.1 19588.2

37 37 37

2,957 2,942 2,927

432,437

3）コピー用紙

2
廃棄物排
出量の削

減

1）廃棄物
排出量
の削減

430,231

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

1
二酸化炭
素排出量
の削減

2）化石燃料
使用量
の削減

kg／年以上 kg／年以上 kg／年以上

66,583 66,583 66,243

432,437

Nm3／年以下

CO2
換算係数

年　度　目　標

年度 年度 年度

2,762 2,762 2,748

L／年以下 L／年以下 L／年以下

kWh／年以下

Nm3／年以下 Nm3／年以下

3 水使用量の削減

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

2022年度 環境経営目標

環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

1）電力使用
量の削減

638,486 638,486 635,228

kWh／年以下 kWh／年以下

Ｎｏ

2）産業廃棄物 120,050 120,050 119,438

kg／年以上 kg／年以上 kg／年以上

※二酸化炭素排出係数は東京ガスのR３年度実績－　R.5.1.24 環境省・経済産業省公表の調整後排出係数0.442kg-CO2/kWhを適用した。

4 化学物質使用量の削減

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

5
2）製造工程の
不良率改善

％以下 ％以下 ％以下

3.03.03.0

製品の環
境性能の
向上及び
サービス
の改善



５．環 境 経 営 計 画

取組項目 責任者担当者 取組内容

①電力管理の徹底 ①最大電力の抑制、デマンドコントローラーの設置

②照明管理の徹底 ②適正照度の維持、不要時のこまめな消灯、ＬＥＤ照明器具への変更

③加熱・乾燥機の省エネ ③乾燥温度の適正化、熱風循環による乾燥効率の向上

④空調管理の徹底

①エコドライブの励行
①急発進・急加速や空ふかしの排除、駐停車中のエンジン停止等を励行
する

（燃費向上） ②配送ルートの適正化に取り組んでいる

③積載効率の効率化に努めている

①紙類使用量の削減 ①紙類使用量の削減

②プラスチック類使用量の削減 ・会議用資料や事務手続き書類の簡素化に取り組んでいる

③かん・ビン類使用量の削減 ・コピー用紙、再生紙または未利用繊維への転換を図っている

④分別の徹底
・使用済み用紙、ポスター、カレンダー等の裏紙が活用できる紙は可能な
限り利用するよう工夫している

・シュレッダーの使用を機密文書に限り、シュレッダー処理紙のリサイクル
に努めている

①産業廃棄物の排出抑制 ①産業廃棄物の排出抑制

②産業廃棄物の再使用・再利用 ・使用後の製品、容器包装等の回収・リサイクルに取り組んでいる

③産業廃棄物の適正処理
・納品の際の梱包、包装資材等の削減に取り組んでいる。簡易包装の推
進、多重包装の見直し等を推進している

・製品等の輸送の際には、繰り返し利用できるパレットや通い箱を利用し
ている

②産業廃棄物の再使用・再利用

③産業廃棄物の適正処理

・廃棄物管理票（マニフェスト）を基に廃棄物の適正な処理を行っている。
発生したごみは可能な限り、圧縮等を行い、減量している

①節水活動の促進
・排水処理装置を適切に設置している　　・水質汚濁等について、法令に
よる基準より厳しい自主管理基準を設定し、その達成に努めている

②雨水の再利用
・排水等の監視及び測定や排水処理設備の点検を定期的に行い、適正
に管理している

・節水を呼び掛けるシールを貼り、節水コマ等の導入、使用量のチェック
を行う

・雨水の再利用に取り組む（屋上にタンクを設置、活用する）

①化学物質使用量の削減 ・トリクロロエチレンの削減

②化学物質の管理

①不良品削減技術の確立 ・不良発生の原因の究明と削減への取組

②環境配慮製品 ・環境に配慮した素材の使用、購入、製品の製造に努める

環境経営目標項目

二酸化炭
素排出量
の削減

１）電力使
用量の削

減 澤
中
和
弥２）化石燃

料消費量
の削減

澤
中
和
弥

手
塚

④分別の徹底　・紙、金属缶、ガラスビン、プラスチック、電池等につい
て、分別回収ボックスの適正配置等により分別を徹底している

・コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収ルールを確立し、リサイ
クルを図っている　・廃液の回収・再利用等を行っている。

水使用量
の削減

化学物質
使用量の

削減

環境配慮
製品・技術

の提供

廃棄物排
出量の削

減

澤
中
和
弥



６．環境経営目標の実績と評価

基準値

（基準年度:2016年度） 評価 達成度

電力使用量 基準値に対し 2 ％削減

651,516 0.442 12.7%down

kWh／年 （東電）

ガソリン 基準値に対し 2 ％削減

2818 2.32 15.9%Up

<L／年>

都市ガス 基準値に対し 2 ％削減

67,942 2.16 16.8%down

<Nm3／年>

441,263 13.6down

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減

3,002 68.2%down

kg／年

産業廃棄物量 基準値に対し 2 ％向上

122,500 15.5%down

kg／年

コピー用紙使用量 基準値に対し 2 ％削減

38 16.8%down

kg／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減

20,194 27.7%down

㎥／年

化学物質使用量 基準値に対し 2 ％削減

25105 26.8%down

kg／年

製造不良率 基準値に対し ％改善

3

％

※二酸化炭素排出係数は東京ガスのR３年度実績－　R.5.1.24 環境省・経済産業省公表の調整後排出係数0.442kg-CO2/kWhを適用した。

○

○

○

5

製品の環
境性能の
向上及び
サービス
の改善

2）製造工程の
不良率改善

3.0 3.0

○

％以下 ％

kg

○

○

○

4

○

☓

○

化学物質使用量の削減 24,603 18,002

kg／年以下 kg

120,050 101,500

kg／年以上 kg

3 水使用量の削減 19,790 14,311

㎥／年以下 ㎥

2
廃棄物排
出量の削

減

1）廃棄物
排出量
の削減

2,942 935

kg／年以下 kg

2）産業廃棄物

3）コピー用紙 37 31

kg／年以上

CO2総量計

（kg-CO2）

432,437 373,702

kg-CO2／年以下 kg-CO2

66,583 55,399

Nm3／年以下 Nm3

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

638,486 557,666

kWh／年以下 kWh

2）化石燃料
使用量
の削減

2,762 3,201

L／年以下 L

2022年度 環境経営目標の実績と評価

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

CO2
換算係数 実績目標

2022年度



結果 評価 次年度への内容

事務所不要照明の消灯 ○ Ａ さらに継続する

エアコンの温度管理 ○ Ａ さらに継続する

パソコンの未使用電力削
減

○ Ａ 徹底する。

不要照明の消灯 ○ Ａ 継続

車両の点検整備の徹底 ○ Ａ 定期的に行う

エコドライブの徹底 ○ A 運転者は常に心がける

使用量の管理 ○ A 削減案を考える

一般廃棄物 さらに継続する

　廃棄物分別の徹底 担当者による計測の

　廃棄物量の計測実施 継続

産業廃棄物 ○ A
　排出量の削減

　裏紙使用 〇 A

散水時の節水 ○ A 全社員が意識を持って

手洗い時の節水 ○ A 削減に努める

工場内水使用量の削減 ○ A
工場設備の使用量削減計画を立
てる

（今後の取組課題）

化学物質使用量削減

化学物質の管理
不良率の軽減の
取組を進める。

A　目標達成　　B　やや目標値に下回る　　C　さらに努力が必要

＊次年度の環境経営目標および環境経営計画は、今年度を継続します。

5．環境配慮製品・サービスの
提供

不良率を軽減させる。 　○ A

A

３．水道使用量削減

4．化学物質使用量削減（トリ
クロロ

コピー用紙

○

２．廃棄物排出量削減

エチレン）

　　　○ 　A
トリクロロエチレン削減への取
組が成果となった。

削減への努力をさらに続け
る。

使用電力の削減

○

一般廃棄物

産業廃棄物

７．環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

①電力消費量削減

②ガソリン消費量削減

③ガス消費量削減

　環境目標 取り組み項目
取　　組

１．CO2削減  ①      工場内機械設備
A

オンデマンドコントロール等
による管理を更に徹底する



区分 法規制名 組織の取組 遵守状況

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律
保管基準、委託基準、マニフェ
スト管理等

〇

ＰＣＢ廃棄物特捜法 保管及び処分の状況報告 ○

ＰＲＴＲ法
特定化学物質の環境への排出量の把握等
及び管理の改善の促進に関する法

特定化学物質の排出量 移動量
の把握及び届出

〇

劇物、毒物 毒物及び劇物取締法 代替品の選択 〇

指定施設の設置等

公害防止管理者の選任と届出

大気 フロン排出抑制法
簡易点検及び廃棄時には法規制
に則り廃棄

○

危険物 消防法 危険物保安監督者の選任等 〇

安全 労働安全衛生法
有害溶剤作業主任者の選任、リ
スクアセスメント他

〇

　当社に関係する環境関連法規等は下記の通りですが、下記のように遵守状況を令和5年5月に確認し
た結果、違反はありませんでした。また、関連機関からの指摘、環境関連の訴訟も過去3年間ありません
でした。なお近隣からの苦情等もありませんでした。

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、
　　訴訟等の有無

廃棄物

水質 保全に関する条例 〇



９．代表者による全体の評価と見直し・指示

承認

令和4年　2月　1　日　～　令和5年　１月　31　日

令和　5年5月26日 （　定期　・　臨時　）

　　代表取締役社長  （環境管理責任者 ）、環境管理者補佐

①環境関連法規の遵守状況
②環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果
③問題点の是正処置及び予防処置の結果
④外部からの苦情等の受付結果
⑤法規制の動向や取引先からの｢グリーン調達の情報

1.環境方針の変更の必要性(　有・　○無）

2.環境目的・目標の変更の必要性(　有　・　○無　）

3.環境活動計画及び環境経営システム等の変更の必要性( 有　・　○無　）

4.実施体制の変更の必要性（有・〇無）

5.総括総括
電気使用量監視システム（ESシステム）を利用して、削減に努めた結果電力使用量は
目標を達成することができた。
化学物質量（トリクロロエチレン）の削減は目標を達成できた。
次年度の進め方として本業にかかわる作業工程の見直しによる省エネルギーに取り組みを
さらに強化する。
データ後のコロナ感染症の影響は現在の受注に大きく減少の影響を及ぼしている。
加工受注量、及び生産量と、材料等の使用量は比例しますが、生産工程の効率化を高め、

水資源、エネルギー、物質投入量の削減を目指します。
全社員に活動の理解と周知を行い、全社的な活動へ推進させていきたいと思います
25年7月より実施中の雨水の再利用も安定した活用法となっております。

又ESシステム導入により電気使用量の削減にも引き続き取り組みます。

見直し実施月日

出　席　者

提出資料名

見直し結果

又雇用調整等の実施等により対応しながらも　生産性の向上、不良率の削減に努め

代表者による評価と見直し
結果報告書

令和5年5月26日

代表取締役社長 澤中和弥

見直し対象期間


